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受験及び修学上の特別配慮について 

 身体機能の障がいや疾病・疾患により、受験及び修学上特別な配慮を必要とする場合は、遅くとも

出願を希望する募集区分の出願開始日の１か前までに、帝京科学大学入試係までお問い合わせくださ

い。本学の対応が決定後、出願していただきます。 

 なお、要望等に対応できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

また、不慮の事故等により、出願後に特別な配慮が必要となった場合も速やかにご連絡ください。 

帝京科学大学 入試係 03-6910-3706（直通） 
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【建学の精神】 

 人類の将来を正しく見据え、生命の尊厳を深く学び、自然と人間の共生に貢献できる人材を育成し、持続

可能な社会の発展に寄与する。 

 

 

【入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）】 

医療科学研究科 看護学専攻 修士課程 

医療科学研究科看護学専攻では、様々な課題について具体的な問題意識とそれを解決する熱意をもち、

生命倫理・医療倫理を尊重しながら、研究とその実践に取り組む積極性と行動力を備える次のような人材

を求めます。 

 

⑴ 高い倫理感と豊かな人間性を有し、医療や看護の発展に貢献できる人 

⑵ 科学的・論理的思考ができ、看護学における疑問や課題の解決に向けて研究することに強い関心を

もつ人 

⑶ 将来、看護の実践の場でリーダーとなれる資質を有し、看護学や看護実践の発展に向けて、活動す

る意思を有する人 

 

 

【出願から入学までの流れ】 

１  出願資格の確認 

 
出願資格(P3)を確認してください。出願資格によっては、出願手続き前に入学資格 
審査を受ける必要があります。 

２  指導を希望する教員との事前相談 

 
出願前に指導を希望する教員との事前相談が必要です。P4 の手順に沿って、必ず事前相談を

受けてください。 

３  出願手続 

 
出願書類の受付が完了しましたら、受験票を郵送します。 

４  入学試験 

 千住キャンパスにて試験を行います。試験室は、当日試験場に掲示しますので、確認の上、
集合時間までに入室してください。ただし、8時45分までは入室できません。 

５  合否発表及び入学手続 

 
郵送にて通知します。合格者には｢入学手続要項｣を同封いたします。 

６  入学 
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1 募集人員 

課程 専攻 募集人員 

修士課程 看護学専攻 3 名 

  ※ 募集人員の一部については、本学卒業予定者等から別途選考することがあります。 

2 出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者 

⑴ 学校教育法に定める大学を卒業した者及び令和 2 年 3月末日までに卒業見込みの者 

⑵ 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者及び令和 2 年 3 月末日までに授与さ

れる見込みの者 

⑶ 外国において学校教育における16年の課程を修了した者及び令和2年3月末日までに卒業見込みの

者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該外国の学

校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和 2 年 3月末日までに修了見込の者 

⑸ 日本国内において、外国の大学相当として文部科学大臣が指定した外国の学校の課程(文部科学大臣

指定外国大学日本校)を修了した者及び令和 2年 3 月末日までに修了見込みの者 

※文部科学省ホームページの｢文部科学大臣指定外国大学日本校｣をご参照ください。 

⑹ 文部科学大臣の指定した専修学校の専門課程(文部科学大臣指定専修学校専門課程)を文部科学大臣

が定める日以後に修了した者及び令和 2年 3月末日までに修了見込みの者 

※文部科学省ホームページの｢文部科学大臣指定専修学校専門課程一覧｣をご参照ください。 

⑺ 文部科学大臣の指定した者 

⑻ 学校教育法の規定により他の大学の大学院に入学した者であって、本学大学院において、その教育

を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

⑼ 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた 22 歳以上の者 

 

≪注意事項≫ 

・出願に際しては、出願資格に関わらず指導を希望する教員との事前相談が必要です。  

・出願資格の⑻、⑼によって出願しようとする者は、教員との事前相談後に｢個別の入学資格審査｣を行 

 い、認められた者のみが出願できます。 
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3 指導を希望する教員との事前相談 

 出願を希望する方は、出願に先立ち必ず指導を希望する教員と入学後の研究・教育について事前相談が

必要です。P14「7 研究指導内容」を参照し、指導を希望する教員が決まりましたら以下の申込み先までメ

ールにてお申し込みください。 

⑴ 事前相談該当者について 

 医療科学研究科に出願を希望する者は、学外出身、学内出身(在学中も含む)を問わず、全員事前相談

を受けてください。 

⑵ 指導を希望する教員について 

 P14「7 研究指導内容」を参照してください。 

⑶ 期間について 

 出願する前までに事前相談を済ませてください。 

⑷ 申込方法について 

 以下の申込先に、必要事項を明記の上、メールにて申込んでください。 

ア メールタイトル 

｢大学院 医療科学研究科 事前相談希望｣ 

イ 必要事項 

① 氏名（カナ） 

② 志望する専攻・課程 

③ 希望する研究分野 

④ 指導を希望する教員名 

⑤ 連絡先（電話番号、メールアドレス） 

ウ 申込み先  

帝京科学大学  入試･広報課 入試係  メールアドレス：nyushi@ntu.ac.jp 

⑸ 提出書類について 

 特に必要ありません。ただし、専攻より提出を求められる場合もありますので、その場合は別途必要

書類をご連絡します。 

4 個別の入学資格審査 

 ｢個別の入学資格審査｣の該当者は、申請前に指導を希望する教員と事前相談を行い、承諾を得たうえ

で、入試･広報課入試係へ問い合わせて、提出書類を入手し、以下の申請期間に必要書類を提出してください。 

⑴ 入学資格審査書類申請期間 

受付開始日 受付締切日 備考 

令和元年 12 月 23 日(月) 令和 2年 1月 17 日(金) 締切日必着 

⑵ 提出書類 

ア 入学資格審査申請書（本研究科所定の用紙） 

イ 生年月日を証明する書類（住民票の写しなど） 

ウ 卒業証明書（平成 31 年 4月以降に最終学歴校の学校長等が作成し、厳封されたもの） 

エ  成績証明書（平成 31 年 4月以降に最終学歴校の学校長等が作成し、厳封されたもの） 

オ 大学院進学希望理由書（本研究科所定の用紙） 

カ 実社会での実務経験・取得した資格などを証明する書類 

キ その他、本学が審査に必要として指定した書類 

※｢入学資格審査書類在中｣と明記の上、出願先(P6)へ郵送してください。 
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⑶ 入学資格審査のための書類の請求及び問合せ先 

帝京科学大学 千住キャンパス 入試・広報課入試係  電話：03-6910-3706（入試係直通） 

受付時間：月曜～金曜 9時～17 時、土曜 9 時～12 時 

※ 日曜、祝日及び年末年始〔12 月 30 日(月)～1月 3日(金)〕は事務の取扱いを行いません。 

⑷ 審査結果通知 

 審査結果は、郵送により本人宛に通知します。本学への入学資格を認められた者は、｢5 出願書類(卒

業証明書、成績証明書を除く｡)｣を取り揃え、｢入学資格認定書｣の写しを添付し、｢7 出願手続｣に従い提

出してください。 

通知日 

令和 2 年 2 月 14 日(金)まで 

5 出願書類 

⑴ 志願票（本学所定用紙） 

 3 ㎝×3 ㎝のカラー写真(出願前 3 か月以内に撮影した正面上半身、無帽、無背景のもの)を所定欄に貼

付してください。なお、写真の裏面には、志望専攻名及び氏名を明記してください。 

⑵ 卒業(見込)証明書 

 最終学歴校の学校長等が作成し、厳封したもの 

⑶ 成績証明書 

 最終学歴校の学校長等が作成し、厳封したもの 

⑷ 学位授与取得証明書 

 出願資格⑵に該当する場合。 
 ※授与される見込みの者については、授与後速やかに提出すること。 

⑸ 入学資格審査 結果通知書の写し  

 出願資格の⑻、⑼によって出願しようとする場合は提出してください。 

⑹ 志望理由書（本学所定用紙） 

 志望の理由及び将来の研究に対する希望についてまとめたもの 

⑺ 受験承諾書（本学所定用紙） 

 官公庁、学校、企業等の在職者であり、入学後も在職する予定である場合には、所属長の受験承諾書

を添付してください。 

⑻ 住民票の写し（外国籍の方のみ）  

 日本国内に在留している外国籍の方は、市区町村で発行された住民票の写し(在留資格・在留期間・在

留期間の満了の日等が記載もの)を提出してください。 

※入学資格審査を受けた方は、提出済の書類(⑵、⑶、⑻)の再提出は不要です(内容に変更がない場合に限る)。 

≪注意事項≫ 

ア 証明書と志願者の氏名の表記が異なる場合(旧姓等)、本人であることを証明する書類(戸籍個人事項

証明書)を提出してください。 

イ 外国語で作成されている書類について、公的機関や民間の翻訳会社等の発行する日本語の翻訳(原

本)を必ず添付してください。｢外国語で作成されている書類｣と｢日本語の翻訳｣の２つが揃っていない

場合は、出願を受け付けません。 
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6 入試日程 

⑴ 日程 

募集区分 出願期間 試験日 合格発表日 

Ⅱ 期 
令和 2 年 2 月 17 日(月) 

令和 2年 2 月 28日(金) 令和 2 年 3 月 5 日(木) 
     ～ 2 月 21 日(金) 

⑵ 試験場 

帝京科学大学 千住キャンパス 本館 

〒120-0045 東京都足立区千住桜木２丁目２番１号 

7 出願手続 

⑴ 入学検定料   ３３,０００円 

⑵ 入学検定料の納入方法 

 本学所定の振込依頼書を使用し、出願期間内に最寄りの金融機関の窓口から振り込んでください。取

扱金融機関の収納印を所定の２か所に必ず受けてください。振込金領収書は志願者本人控えとなります

ので、お手元で保管してください。 

 なお、ATM や電話・インターネット等による支払いはできません。 

⑶ 出願方法 

ア 郵便による出願（出願期間内必着） 

提出書類を一括して｢大学院出願書類在中｣の封筒に入れ、簡易書留速達郵便で送付してください。 

イ 直接来学しての出願（願書受付期間・受付時間等にご注意ください。） 

提出書類を一括して｢大学院出願書類在中｣の封筒に入れて提出してください。 

⑷ 出願先 

帝京科学大学 入試･広報課入試係（千住キャンパス本館４階入試センター） 

 〒120-0045 東京都足立区千住桜木２丁目２番１号 

 電話：03-6910-3706（入試係直通）  

窓口受付時間：月曜〜金曜 9 時〜17時、土曜 9時〜12 時 

※ 指定された出願期間以外の出願はできません。 

※ 日曜、祝日及び年末年始〔12月 30 日(月)～1 月 3 日(金)〕は事務の取扱いを行いません。 

⑸ 注意事項 

ア 出願書類は、入学検定料納入完了後に提出してください。 

イ 出願書類に不備がある場合は、受理しません。 

ウ 提出した出願書類及び入学検定料は、返還しません。 

エ 出願後は、いかなる理由があっても書類の変更は認めません。 

オ 入学決定後でも、提出書類の記載に事実と相違する内容が発見された場合には、入学許可を取り消 

すことがあります。 
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8 選考方法 

⑴ 選考方法 

  筆記試験、面接試験及び書類審査(成績証明書、志望理由書等)を行い、総合的に合否を決定します。 

⑵ 筆記試験 

① 英語：大学から英和辞書を貸与します。 

② 小論文  

⑶ 面接試験 

志望する研究内容や意欲等について、15 分程度の面接試験を行います。 

⑷ 時間割 

時間 試験内容 

9:30   集合時刻 

9:45 ～ 10:00 受験上の注意（筆記試験） 

10:00 ～ 11:00 英 語 

11:10 ～ 12:10 小論文 

12:50 ～ 13:00 受験上の注意（面接） 

13:00 ～  面 接 

9 試験に関する注意 

⑴ 試験場について 

 千住キャンパスにて試験を行います。試験室は、当日試験場に掲示しますので、確認の上、集合時刻ま

でに入室してください。ただし、8時 45分までは入室できません。 

⑵ 昼食について 

昼食にカフェテリア(学生食堂)を利用することができます。 

⑶ 遅刻について 

試験開始後 30 分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。 

※交通機関の乱れや災害等が発生した場合は、開始時刻を繰り下げることがあります。 

⑷ 受験上の注意 

① 試験当日は必ず受験票を持参してください。受験票がない者は受験できません。 

② 試験中は監督者の指示に従ってください。指示に従わない場合は失格となります。 

③ 不正行為者には退室を命じ、失格とします。 

④ 試験場及び試験室において、他の受験者に迷惑となるような行為を禁止します。 

⑤ 机上に置けるものは、受験票、鉛筆（シャープペンシルを含む）、消しゴム、英和辞書、時計（時計機能だけ 

   のもの）及びメガネとします。これ以外の所持品を机上に置くことは認めません。 

⑥ 定規、コンパス、計算機等の補助具や電子辞書、携帯電話、スマートフォン、腕時計型端末、IC レコーダー 

   等の電子機器類は使用できません。試験時間中にこれらを使用（机上に置く等）したり、身に付けていること 

   が発覚した場合、失格となります。 

⑦ 携帯電話、スマートフォン、音楽プレーヤー等の音の出る機器は試験室に入る前に必ずアラームの設定を 

   解除し、電源を切ってかばん等に入れてください。マナーモードに設定していても、必ず電源を切ってくださ 

   い。これらを時計として使用することはできません。なお、試験時間中にかばん等の中で携帯電話の着信音 

   やマナーモードの振動音等が発生した場合は、監督者及び係員が本人の了解を得ずにかばん等を試験室 

   外に持ち出し、試験場本部で保管する場合があります。 

⑧ 待機時間においても携帯電話等の電子機器類は使用できません。携帯電話等の電子機器類は、電源を切 

   ってかばん等に入れてください。これらの使用が発覚した場合は、失格となることがあります。 
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⑨ 風邪等の理由により、マスク、ハンカチ、ティッシュペーパー、ひざかけ、目薬、鼻薬等の使用を希望する者 

   は、監督者に申し出て、その指示に従ってください。 

⑩ 「耳栓」は、監督者及び係員の指示等が聞き取れないことがあるため、使用できません。 

⑪ 試験に必要のないものは、全てかばん等に入れて椅子の下に置いてください。 

⑫ 試験時間内の答案提出、退出は認めません。試験中の発病や用便等やむを得ない場合は、手を挙げて監 

   督者及び係員の指示に従ってください。ただし、一時退出が認められた場合でも試験室以外での受験はで 

   きません。また、一時退出をした場合の試験時間の延長は認めません。 

⑬ 試験時間中に日常的な生活騒音（監督者の巡回による足音・監督業務上必要な打合せ等、自動車・風雨・ 

   空調の音等、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音等、時計や携帯電話等の電子機器類の短時間の 

   鳴動、照明の点滅、周囲の建物のチャイム音・周囲の工事音等）が発生した場合でも救済措置は行いません。 

⑭ 面接試験の開始時刻は変更となることがありますので、当日の掲示または監督者の指示に従ってください。 

⑮ 試験終了後、忘れ物がないか確認してから退出してください。忘れ物をした場合は、受験した試験場に連絡 

   してください。 

⑯ 受験票は合否確認の際に必要となるため、必ず持ち帰り、大切に保管してください。 

10 合格発表 

・ 合格発表日に、受験者全員に受験票を送付した宛先・志願者本人宛で、選考結果を郵便にて通知します 

（学内掲示及びＷＥＢによる発表は行いません。）。 

・ 合格者には合格発表日に、入学手続書類等を郵便で発送します。 

  注：窓口、電話、郵送等による合否結果の照会に関する問い合わせには一切応じません。  

11 入学手続 

⑴ 手続方法 

ア 入学金及び授業料等の納入 

本学指定の振込依頼書により、指定期日までに納入してください。 

イ 書類提出〔誓約書、卒業証明書〕 

※ 書類提出の詳細については、合格者へ送付する入学手続要項において指示します。 

⑵ 手続期限 

募集区分 学費納入期日及び書類提出期日 

Ⅱ 期 令和   2  年 3 月 12 日(木) 

 入学金及び授業料等の納入期日までに手続を完了しない場合は、入学の意志がないものとみなし、入

学許可を取り消します。詳細については、合格者へ送付する入学手続要項において指示します。 

12 令和 2年度入学金及び授業料等 

 修士課程                                   （単位：円） 

区 分 
学外出身者 学内出身者 

備 考 
入学手続時 年  額 入学手続時 年  額 

入 学 金 310,000 310,000 210,000 210,000 入学時のみ 

授 業 料 400,000 800,000 400,000 800,000  

施 設 設 備 費 20,000 40,000 20,000 40,000  

学生傷害保険料 1,790 1,790 1,790 1,790 入学時のみ 

合 計 731,790 1,151,790 631,790 1,051,790  

※ 学生傷害保険料は、変更となる場合があります。 
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13 長期履修制度 

 本学では、職業等に従事しているなどの事情により、大学院の標準修業年限(2 年)で履修することが困

難な場合、4 年を上限として計画的に教育課程を履修することができる長期履修制度を導入しています。

授業料等は、学則に定める授業料等の年額に標準修業年限を乗じ、その額を長期履修期間の年数で除した

額とします。 

⑴ 申請資格 

長期履修制度に申請できる者は、職業を有している者又はその他やむを得ない事情を有し、標準修業

年限で修了することが困難な者に限ります。 

⑵ 長期履修期間 

長期履修期間は、年度単位とし、次のいずれかとします。 

① 入学時から長期履修制度を許可された者は、3年又は 4年 

② 1 年次に長期履修制度を許可された者は、残りの修業年限に 1年又は 2 年を加えた年数 

⑶ 申請時期及び申請書類 

出願期間内に出願書類とともに、長期履修制度申請書(本学所定)に職業を有している者は在職証明書、

その他のやむを得ない事情の場合はその事情を証明する書類を添付して、提出してください。合格通知

とともに、申請の許可又は不許可についてお知らせします。 

⑷ 長期履修期間の変更 

入学後、長期履修期間の延長又は短縮を申請することができます。但し、変更は１回限りとします。 

⑸ 授業料等について 

長期履修制度における授業料、施設設備費(以下｢授業料等｣という｡)の年額は、学則に定める授業料等

の年額に、標準修業年限を乗じ、その額を長期履修期間の年数で除した額とします。その額に千円未満

の端数が生じる場合は切り下げ、端数の合計額を初年時に加算します。在学中に長期履修期間の変更が

認められた場合は、新たな履修期間に応じて再計算します。 

14 入学辞退手続 

 入学手続を完了した者で入学を辞退する者は、令和 2 年 3 月 31 日(火)17 時までに以下へ電話連絡し、

入学辞退を申し出てください。その時点をもって入学辞退が確定します。後日本学より送付する｢入学辞退

届｣に必要事項を記入し、｢入学許可書｣とともに返送してください。返送された書類を確認した上で、入学

金を除く金額を返還します。なお、上記期日を過ぎての入学辞退申出については、納入金を返還しません。 

 【入学辞退の連絡先】  

帝京科学大学 千住キャンパス 入試・広報課入試係  TEL：03-6910-3706（入試係直通） 

受付時間：月曜～金曜 9時～17 時、土曜 9 時～12 時 

※ 日曜、祝日及び年末年始〔12 月 30 日(月)～1月 3日(金）〕は事務の取扱いを行いません。 

 

  

個人情報の取扱いについて 

 出願においてお知らせいただいた個人情報(氏名、住所等)は入学案内、入学試験に付随する業務及び

統計的集計を行うために利用します。 

 この業務の一部は、本学から当該業務の一部を委託した業者(以下｢受託業者｣という｡)にて行うことが

あります。 

 業務委託に当たり、個人情報の保護に関する契約を締結した受託業者に、お知らせいただいた個人情

報の全部又は一部を提供することはありますが、帝京科学大学が明示するよう用途のみの利用であり、

その受託業務を越えた利用はありません。 
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帝京科学大学大学院医療科学研究科 

看護学専攻概要 

1 設置の趣旨 

｢いのちをまなぶキャンパス｣を統一イメージとする本学では、健康を三つの段階で保障・推進すること

が重要であると考えています。第一段階としては｢生きる｣というレベルで健康を享受すること。これは、

まさに人間が生物として生きる最低限の保障です。第二段階では、人が疾病に罹患、あるいは外傷を負っ

た場合でも、日常生活で必要な「寝る、起きる、食べる、働く」などの行為が行えるよう適切に対処され、

再び普通の生活に戻ることのできる「医療」の保障があること。第三段階では第一、第二段階が保障され

た条件の下で、看護学はどのような発達段階にある人でも、またどのような病気・障がいのステージにあ

る人でも「尊厳ある生を支える」ことを推進します。このことは健康の維持・増進はもちろんのこと、病

気や障がいを抱えながらも心身の安寧を保ち、人々がおかれている環境に働きかけ、よりよい生活・人生

が送れるように改善し、｢QOL の向上｣を目指すものです。日本社会が抱える、超高齢社会、少子・多死社

会の問題は、医療にも多大な影響を及ぼし、医療の枠組みだけでは捉えることや解決できる問題ではなく

なっており、より包括的に捉え直す必要があります。これらの問題への対処として、様々な価値観を持ち、

様々な病気や障がいのステージにある人々の生活に寄り添い・支える「地域での生活を支える視点」が求

められています。つまり、従来の病院中心の医療から、在宅や高齢者施設などで疾病や障がいを抱えなが

ら「地域で生活することを支える」医療が重要となります。このことから本専攻では、「尊厳ある生を支え

る」ために「健康増進、心身の安寧、環境改善」の推進に寄与することを目的にしています。 

2 教育課程 

本専攻では、人間の健康に焦点を当て、人間の生活や環境に働きかけ、各人の最適健康を目指すように

援助することを目的とした実践科学である看護学を修士課程レベルで教育･研究を行うことにより、本専攻

が考える「健康の第三段階」に対応する教育・研究内容を、より広範かつ生活レベルの視点から実践でき

る高度専門職業人の養成を目指すために、次のようなカリキュラムポリシーを掲げています。 

⑴ 共通科目では、複雑な健康課題を有する対象の高度な倫理的判断・調整能力、フィジカルアセスメ

ントの能力、看護実践･教育を行う上での必要な教育的・管理能力を育成するための科目を配置します。 

⑵ 専門科目では、「療養生活支援看護学分野」、「地域生活支援看護学分野」を教育の柱として設定し、

我が国の超高齢社会、及び少子・多死社会に対応できるように編成します。 

⑶ 「療養支援看護学分野」では、人々が病や障がいをもちながらも最期まで安心できる療活を支える実

践能力を養成するための科目を配置します。 

⑷ 「地域生活支援看護学分野」では、健康問題を社会的な問題として捉え、環境を改善し、社会から孤

立しがちな当事者やその家族が安心できる地域生活を支える実践能力を養成するための科目を配置し

ます。 

⑸ 「特別研究」では、看護学の理論や研究方法を専門的に学び、個々の研究テーマに添い、一連の研究

プロセスを体験し、看護学研究の開発するための基礎的能力を育成するための科目を配置します。 

3 履修方法 

本専攻では、共通科目(13 科目 26 単位）、専門教育科目は 2 分野あり、｢療養生活支援看護学分野」(7 科

目 14 単位）、｢地域生活支援看護学分野」（7 科目 14 単位）、特別研究（2 科目 8 単位）の合計 29 科目があ

り、「尊厳ある生を支える」ための「健康増進、心身の安寧、環境改善」を学べる内容になっています。必

修科目は、「看護学研究法特論Ⅰ・Ⅱ」「看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ」「療養生活支援看護学総論」「地域生活支

援看護学総論」、の 6科目 16 単位です。選択科目については、共通科目より必修 4 単位を含む 10 単位以上、

専門教育科目より必修 4単位を含む 8単位以上、合計 30 単位以上の修得を必要とします。  

4 授業の実施方法 

  授業時間は原則、月曜日から金曜日の 18:00～19:30、19:40～21:10 を設定し、土曜日は 9:00～17:50 ま

での時間帯に科目開講時間をあわせています。また、夏期休業期間及び冬期休業期間に集中講義を柔軟に

実施します。 
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5 教育課程表 

授業科目については、令和 2年度開講予定科目を記載しています。 

科目区分 授業科目の名称 開講年次 
単位数 授業形態 

必修 選択 講義 演習 

共 

通 

科 

目 

看護学研究法特論Ⅰ 1 前 2  ○  

看護学研究法特論Ⅱ 1 前 2  ○  

看護倫理特論 1・2後  2 ○  

看護理論特論 1・2前  2 ○  

生活習慣病治療学特論 1・2後  2 ○  

社会病理学特論 1・2後  2 ○  

保健・医療統計学特論 1・2前  2 ○  

看護教育学特論 1・2後  2 ○  

健康心理学特論 1・2前  2 ○  

生命倫理特論 1・2前  2 ○  

看護システムマネジメント特論 1・2後  2 ○  

フィジカルアセスメント特論 1・2前  2 ○  

多職種連携特論 1・2後  2 ○  

小計（13 科目） ― 4 22 ― 

専 
門 
教 

育 

科 

目 

療
養
生
活
支
援
看
護
学
分
野 

療養生活支援看護学総論 1 前 2  ○  

療養生活ケア特論 1・2前  2 ○  

療養生活ケア演習 1・2後  2  ○ 

緩和ケア特論 1・2前  2 ○  

緩和ケア演習 1・2後  2  ○ 

小児看護学特論 1・2前  2 ○  

小児看護学演習 1・2後  2  ○ 

地
域
生
活
支
援
看
護
学
分
野 

地域生活支援看護学総論 1 前 2  ○  

精神保健看護学特論 1・2前  2 ○  

精神保健看護学演習 1・2後  2  ○ 

地域看護学特論 1・2前  2 ○  

地域看護学演習 1・2後  2  ○ 

母性看護学特論 1・2前  2 ○  

母性看護学演習 1・2後  2  ○ 

小計（14 科目） － 4 24 ― 

特
別
研
究 

看護学特別研究Ⅰ 1 通 4   ○ 

看護学特別研究Ⅱ 2 通 4   ○ 

小計（2 科目） ― 8 0 ― 

合計（29 科目） ― 16 46 ― 
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6 担当教員 

修士課程 看護学専攻 
授業科目については、令和 2年度開講予定科目を記載しています。 

分野 授業科目 担当教員名 

療

養

生

活

支

援

看

護

学

分

野 

看護学研究法特論Ⅰ 

教 授  津 田 茂 子 

看護理論特論 

療養生活支援看護学総論 

小児看護学特論 

小児看護学演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護教育学特論 

教 授  小 藥 祐 子 看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護教育学特論 

教 授  志 田 久 美 子 
多職種連携特論 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護倫理特論 

教 授  伊 藤 久 美 
療養生活支援看護学総論 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護学研究法特論Ⅱ 

教 授  大 西 奈 保 子 

看護倫理特論 

療養生活支援看護学総論 

緩和ケア特論 

緩和ケア演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護教育学特論 准 教 授  梅 津 靖 江 

看護教育学特論 

准 教 授  佐 藤 亜 月 子 看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護学研究法特論Ⅰ 

准 教 授  糸 井 和 佳 

看護学研究法特論Ⅱ 

療養生活支援看護学総論 

療養生活ケア特論 

療養生活ケア演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

＊ 担当教員については、退職等により変更になる場合があります。 
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科目については、令和 2年度開講予定科目を記載しています 

分野 授業科目 担当教員名 

地

域

生

活

支

援

看

護

学

分

野 

多職種連携特論 

教 授 吉 岡 幸 子 

地域生活支援看護学総論 

地域看護学特論 

地域看護学演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護学研究法特論Ⅰ 

教 授 新 野 由 子 

看護システムマネジメント特論 

地域生活支援看護学総論 

母性看護学特論 

母性看護学演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護学研究法特論Ⅱ 

教 授 宮 城 純 子 

地域生活支援看護学総論 

精神保健看護学特論 

精神保健看護学演習 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

地域生活支援看護学総論 

准 教 授 清 野 純 子 看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護システムマネジメント特論 

准 教 授 大 釜 信 政 

フィジカルアセスメント特論 

地域生活支援看護学総論 

看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

＊ 担当教員については、退職等により変更になる場合があります。 
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7 研究指導内容 

修士課程 看護学専攻 

分野 担当教員 研究指導内容 

療

養

生

活

支

援

看

護

分

野 

教 授 津 田 茂 子 

小児看護学領域の研究課題について、修士論文を作成するプロセスを指

導する。健康障害をもちながら、社会生活を営む小児と家族の適応を促

進し、セルフケアを維持し、より高い生活の質を保証していくための研

究について指導を行う。 

教 授 小 薬 祐 子 
看護基礎教育において、様々な健康レベルにある人の栄養管理、清潔ケ

アに必要な看護技術教育の方法に関する研究指導を行う。 

教 授 志田久美子 

ターミナルケアの実践では、看護師の死生観が、患者のスピリチュアル

ペインへの気づきなどケアの質を左右する。そのため看護師がターミナ

ルケアの実践をし続けられるための看護師へのケア、特に看護師へのス

ピリチュアルケアについて研究指導を行う。 

教 授 伊 藤 久 美 

終末期にある子どもの End-of-Life Care を中心に、子ども自身への説明

や意思決定に参加することについて、親だけでなくきょうだい、祖父母

も含めた家族へのサポート方法、そして子どもの End-of-Life Care に携

わる医療者へのサポートシステムの構築などの研究指導を行う。 

教 授 大西奈保子 
ターミナル期にある患者・家族への緩和ケアについて、トータルペイン

や終末期に起こりうる倫理的な問題、グリーフケア、さらに施設内ケア

のみならず、在宅ホスピスケアについて研究指導を行う。 

准教授 糸 井 和 佳 
高齢者と家族の健康と生活を支える老年看護並びに、高齢者が生きてき

た生活史を生かしたパーソンセンタードケア、世代間交流看護支援につ

いて研究指導を行う。 

地

域

生

活

支

援

看

護

分

野 
教 授 吉 岡 幸 子 

高齢者虐待やセルフ・ネグレクト、依存症関連問題に対して、地域ケア

システムの視点から、要因分析、対応方法、予防などについて研究指導を

行う。 

教 授 新 野 由 子 
思春期、性成熟期、更年期の女性の健康に関する問題やケアのあり方、

母子保健政策・施策に関する研究など、問題点や課題に関して、解決に

繋げていくことを目指し研究指導を行う。 

教 授 宮 城 純 子 
精神障害者の社会復帰や地域生活支援、司法精神医療に関連する触法精

神障害者の諸問題について、家族や倫理的な問題を含めた望ましい支援

の在り方について研究指導を行う。 

准教授 清 野 純 子 

療養生活を送る患者は様々なストレスを抱えている。そのため、基本的

なストレスの概念を学ぶとともに、患者が疾病を受け入れ病気と共に生

きる力（レジリエンス）を高めていくための基本的概念やその方策につ

いて研究指導を行う。 

 ＊ 担当教員については、退職等により変更になる場合があります。 

 



 

15 
 

カ    ガク    タ   ロウ 

科 学 太 郎 
● 

● 

科 学 太 郎 

1 2 3 0 0 0 0  

○○県○○市○○町 1－1－1 

○○○ 
○○○ 
○○○ 

● 

  2  3 

09 06 29 22 

000   123   4567 

000  1234   5678 

■写真の上に同封の保護シール 
 を貼付してください。 

■出願に当たっては、あらかじ 
 め本学に連絡の上、研究指導 
 を希望する教員の確認を得て 
 ください。 

● 

● 

志願票記入上の注意 

１ 全て黒のボールペンで記入してください。 

２ 折り曲げたりしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■在職者のみ記入してください。 
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試験場案内 

＜帝京科学大学 千住キャンパス 本館＞ 

＜願書提出先：本館４階入試センター＞ 

〒120-0045 東京都足立区千住桜木２-２-１ 

Tel：03-6910-1010（代表） Fax：03-6910-3800 

＜本館＞ 

■北千住駅から徒歩約 20 分 

■北千住駅西口からバス５分 

 （千住桜木バス停下車 徒歩１分） 

［東武バス］ 

②番乗り場 

● 北 01「西新井大師」行き 

④番乗り場 

● 北 02、03「西新井大師」行き 

● 北 04 「西新井駅西口」行き 

● 北 05 「江北駅」行き 

［都営バス］ 

③番乗り場 

● 王 45 「王子駅前」行き 

● 端 44 「駒込病院前」行き 

（千住桜木バス停下車 徒歩３分） 

■町屋駅からバス５分または徒歩約 18 分 

 

 

  

＜北千住駅西口ロータリー2・3・4番乗り場＞ 



 

 
 

 

お問合せ先 
帝 京 科 学 大 学 

千住キャンパス 入試・広報課入試係 

〒120-0045 東京都足立区千住桜木二丁目 2 番 1 号 

ＴＥＬ：03－6910－3706（直通） 

ＦＡＸ：03－6910－3802 

公式ウェブサイト：www.ntu.ac.jp/ 

メールアドレス：nyushi@ntu.ac.jp 


